
定例公安委員会の開催状況について

令和５年８月24日に、第23回定例山形県公安委員会が開催されました。議事の概要は

次のとおりでした。

１ ９月の行事予定

９月の行事予定について報告があった。

２ 令和５年上半期における苦情取扱状況について

令和５年上半期の苦情取扱状況について報告があった。

委員のコメント

○ 一つ一つの苦情に丁寧に対応することが大切である。また、現場の職員のモチ

ベーションにも配意しつつ、県民の声に耳を傾け県民に寄り添った警察活動を遂

行してほしい。

○ 基本に則った対応や、具体的にどのように対応をすべきかなどについて検討さ

せることが、再発防止につながると思う。

○ ファシリテーションを活用した教養等、効果的な取組を継続してほしい。

３ 「警察書道」コンクールの開催について

「警察書道」コンクールの開催について報告があった。

委員のコメント

○ 書道コンクールは、警察活動の裾野が広がる大変意義のある行事である。毎年

の定例行事として関係団体の協力を得ながら、県民挙げての「警察書道」コンク

ールに発展、定着させてほしい。

○ 昨年の書道コンクールは、大きな反響があった。今年の書道コンクールにおい

ても、警察活動の大きなＰＲにつながることを期待する。警察業務に関する、県

民が目指すような言葉を課題として選定してほしい。

４ 現住建造物等放火及び非現住建造物等放火事件の検挙について

現住建造物等放火及び非現住建造物等放火事件の検挙について報告があった。

委員のコメント

○ 警察署と本部が連携し、粘り強い捜査で犯人を検挙したことを評価する。若い

警察官を実際の捜査の過程で教育指導しながら経験を積ませる派遣型研修は、後

継者育成に向けた有効な取組だと思う。

○ 若い警察官が捜査に携わることは、極めて大きな経験となる。現場における捜

査経験は、警察官の財産となるので、今後も派遣型研修を継続してほしい。



５ 令和５年上半期における運転免許の行政処分状況について

令和５年上半期における運転免許の行政処分状況について報告があった。

委員のコメント

○ 早期に悪質運転者を排除していることを評価する。認知症等の病気が原因によ

る運転免許の取消処分が年々増加している印象を持っている。認知機能検査で問

題がある人には、運転免許の自主返納について周知、啓発していくことも大事だ

と思う。

○ コロナ禍においては、飲酒運転違反が減少傾向にあったが、また増加傾向にあ

ることや、同乗罪、提供罪があることをＰＲし、県民全体で飲酒運転の防止が図

られるよう注意喚起してほしい。

６ 海洋潜水訓練の実施について

本年８月に鶴岡市内で実施した海洋潜水訓練について報告があった。

委員のコメント

○ 海洋潜水訓練は、危険を伴う訓練であると認識している。訓練による技能向上

と併せて、指導者の育成にも力を入れてほしい。

○ 水難救助訓練において、海洋で行う訓練とプールで行う訓練では、質が全く違

うと思うので、継続して海洋訓練を実施してほしい。


